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2017年 3月 2日（木） 

       現存する家譜から推察 

西表島の西部北海岸の１５００年「オヤケアカハチ・ホンカワラの乱」以後か

ら１５２３年までの八重山頭職時代、八重山蔵元時代（１５２４～１８９７年）

の西表島西部の北海岸の鬚川村や鳩間島・鳩間村（西表首里大屋子、鬚川与人、

鳩間与人）統治について現存する家譜から推察した。  

琉球王国時代 西表島西部北海岸の 

鬚川村や鳩間島・鳩間村の統治 

                      大濵永亘（先島文化研究所主宰）                                                                                                                                    

郷土史家牧野清氏の『新八重山歴史』（自費出版／昭和 47・１９７２年）に鳩間

島（ハトゥマ）は鳩がたくさん棲んでいたところから、鳩の島＝ハトゥマという名

が生まれたといわれる。西表島の船浦湾内にある鳩離（ハトゥパナリ）も、同様の

趣旨の命名であるらしい。また、鳩間村は伝説によれば、西表島のヒナイ村から、

六名の移住者によ

って建てられたと

いわれる。 

１７０３年黒島

住民１５０人を移

して、人口の補充

を行った。 

明治４２（１９

０９）年には上原

から十戸７５名が

移住している。現

在人口減少、過疎

化に傾向にあ

る。」と述べてい

る。琉球王国時代

（１５００年オヤケアカハチ・ホンカワラの乱以後）の西表島西部の北海岸・鬚

川村、鳩間島の鳩間村の統治は１６２８年まで兼務職の八重山頭や西表首里大屋

子によって行われ、琉球王国の朝貢・進貢物産（先島物産）の調達係に就いてい

たと思われる。鬚川村や鳩間村の統治について「１５００年オヤケアカハチ・ホ

ンカワラの乱」から明治三十（１８９７）年までの継承は現存する家譜を精査し

歴史逆照し時系列的に列記したら大きく四つに分けることができる。 

http://sakishima-bunka.sakura.ne.jp/eisen/
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（ｌ）１５００年から１５２３年まで「１５００年オヤケアカハチ・ホンカワラの

乱」の鎮定後に論功行賞で八重山頭になった宮古の忠導氏正統の仲宗根豊見

親玄雅（ナカソネトゥユミヤ、童名：空広、天順年間＝１４５７～６４年生

まれから１５２２～６６年＝嘉靖年間卒）一族の二男・忠導氏２世八重山豊

見親玄数（童名：祭金、成化年間＝１４６５～８７年生まれから嘉靖年間＝

１５２２～６６年に卒）、１５０４年後任の八重山頭に三男の知利（理）真

良豊見親（チリマラトゥユミヤ、八重山頭、宮金氏正統寛忠、童名・生寿不

明）が就いている。※.『忠導氏系図家譜正統』。                                 

『球陽』に名田大知（長栄姓大宗信保）の娘が知理真良豊見親（寛忠）に嫁

いでいる。名田大知（長田大翁主）と仲宗根豊見親は、血族の固い契りを結

んでいる。また、

長栄氏３世信有や

山陽姓大宗長光

（１５８４～１６

６１年卒）の童名

が祖良広（空広・

ソラビー）であ

り、そのことから

長栄氏３世信有や

山陽姓大宗長光の

祖父美良底首里大

屋子（家譜に童名

は不詳で３世）

は、宮古の仲宗根

豊見親玄雅からあやかり名の童名の祖良広を受け継いでいる。 

                                                         

（２）八重山蔵元時代（１５２４年～１８９７年）の西表島北海岸の鬚川村や鳩間

島・鳩間村を兼務職の西表首里大屋子が統治していた。 

    ①１５２４年（家譜では尚真王世代の嘉靖年間＝１５２２～２６年）任の

錦芳姓大宗用緒（童名：真茂能、生日忌日寿倶不伝）が初代の西表首里

大屋子に就いている。                                  

ちなみに１５２４年竹富島の西塘（童名：石戸、生寿不明）は竹富頭に

命じられ、「八重山蔵元」を創建している。以上のことから西表島の慶

来慶田城（ケライケダグスク)が１５２２年与那国島「鬼虎征伐」に当主

の仲宗根豊見親玄雅から依頼を受け、琉球王国へ忠誠誓って嫡子の２世

用庶（童名：石山＝石戸、生日忌日寿倶不伝）や竹富島の西塘と一緒に

参戦したと思われ、論功行賞で家譜に尚真王世代嘉靖年間（１５２２～

２６年）初代の父用緒が西表首里大屋子、その嫡子２世用庶は初代与那
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国与人に就いている。※.『錦芳姓大宗用緒』家譜。   

 

    ②１５５６～６６年（尚元王世代嘉靖年間）任の錦芳氏３世西表首里大屋

子用尊（童名：真茂能、１５２７～９９年卒）が２代の西表首里大屋子

に就いている。※.『錦芳姓大宗用緒』家譜。 

    ③尚元王世代嘉靖年間（１５５６～６６年）任に錦芳氏３世西表首里大屋

子用信（童名：満能、歴年久遠生忌月日不詳）が３代の西表首里大屋子

に就いている。 

ちなみに錦芳氏３世用信は西表島西部の慶田城村から石垣島の平川下底

若（ピィサガースムスクハカ）の海岸より桃林寺の後方に島移り（移

住）をしている。錦芳氏３世用信は祖父用緒のあやかり名である童名

http://sakishima-bunka.sakura.ne.jp/eisen/
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（当て字の違う）がマンノウ（真茂能＝満能）を継承している。※. 『錦

芳氏３世用信小宗』家譜。     

④尚寧王世代万暦年間（１５８９～１６１９年)任に錦芳氏４世西表首里

大屋子用孫（童名：石山＝石戸、１５６０～１６１０年卒）が４代の西

表首里大屋子に就いている。※.『錦芳姓大宗用緒』家譜。初代の１５２

４年任の西表島西部出自の錦芳姓大宗用緒から４代の１６１０年（家譜

では尚寧王世代万暦年間＝１５８９～１６１９年任と記載されてい

る。）の錦芳氏４世用孫らの錦芳姓一門（一族）で西表島西部を兼務職

の西表首里大屋子に就いて統治している。                                    

八重山蔵元史料『八重山島年来記』崇禎二己巳（１６２９）年項に

「一、大浜間切 内 鳩間村」と記載されている。また、順治八辛卯

（１６５１）年の項にも「一、八重山の人数は、５,２３５人。内 鳩間    

鬚川・二ゕ村人数 ７０人」と記載されている。 

    

   （３）１６１１年（家譜には１５８９～１６１９年＝万暦年間任と記載されてい

る。）から１７０２年までは鬚川村や鳩間村を鬚川与人が統治していた。                                  

１６０９年薩摩藩に琉球侵略以後の八重山蔵元時代の西表島の北海岸・鳩

間島の統治した鬚川（ヒナイ）村・鳩間村（ハトゥマ）の役人・与人の最

初は任勤務が不明であるが単独職で鬚川与人の名で統治している。                                                           

①１５８９～１６１９年（尚寧王世代万暦年間）任の鬚川与人該当者に公孫

姓大宗鬚川与人常頼（童名：保久利、生寿亍今不可考）が鬚川与人に就

いている。『公孫氏系図家譜大宗』の「一世常頼」の項に「尚寧王世代

（１５８９～１６２０年）、万暦年間（１５７３～１６１９年）にカタ

カシラを結うが名字不伝。同年間に鬚川与人となる。以前の官級・位階

は不詳」と記されている。公孫姓大宗常頼の嫡子は公孫氏２世鬚川仁也

常富（童名：蒲戸、１６１４年生まれ～忌日不詳）である。公孫姓大宗

常頼の同一世代に嫡子鬚川仁也常富の妻の父である嘉善氏５世西表首里

大屋子永安（童名：茂志美、１５８７～１６７４年卒）がいる。 
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②鬚川与人職任～１６５６年まで鬚川与人は不明であるが家譜から該当者に

字新川・慶田盛村居住の明宇底獅子嘉殿（生不明～１５００年卒）の二

代で三男の還宝与人遠戸（生寿不明）の曾孫である５代の大史氏３世鬚

川与人高起（童名：山戸、生年享年月日不詳～１６５６年卒）が鬚川与

人に就いている。※. 『大史姓大宗高教』家譜。大史氏３世高起の二女那

部山（鍋山、１６１９～９６年卒）が山陽氏２世宮良親雲上長重（童

名：保久利思、１６１７～９３年卒）に嫁いでいる。大史氏３世高起の

同世代に娘・二女那部山の義父・山陽姓大宗宮良親雲上長光（童名：祖

良広、１５８４～１６６１年卒） がいる。                                    

③１６５７～１７０２年まで鬚川与人職任勤務不明だけど家譜から該当者に

恵倫姓（大宗）鬚川与人稠廣（童名・生寿不明）がいる。※『山陽氏３世

長孝小宗』家譜に字新川の慶田盛村住民の山陽氏五世保里親雲上(保里与

人)長敞（童名：山戸、１６８９～１７４６年卒）の三男稠基。母次女同

断恵倫氏鬚川与人稠廣依無子嗣子呈請嗣子継彼家統と記されている。三

男稠基の生れは姉四女部奈利（１７１８～６５年卒）、妹の五女宇那利

（１７２３～４６年卒）から推察して１７２０年ころに生まれたと思わ

れる。以上のことから、恵倫氏鬚川与人稠廣が１７０２年までに最後の

鬚川与人に就いていたと思われる。  
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（４）１７０３年から「八重山蔵元」廃庁１８９７年まで鳩間与人が統治してい

た。八重山蔵元史料『八重山島年来記』の康凞四十二癸未（１７０３）の項

に「一、鳩間村は、古見村役人の管轄であったが、黒島・保里二ゕ村から１

５０人を寄百姓して地頭持ちの村となった」と記されている。 

  ①初代の鳩間与人は１７０３～１７０８年まで勤務の益茂氏４世波照間首里大

屋子里倉（童名：満慶山、１６６８～１７２３年卒）である。 

その後１７０９年与那国与人任、１７１０年波照間首里大屋子に就いてい

る。※『益茂姓大宗里安』家譜。 

  ②１７０９～１７２２年まで鳩間与人勤務者は不明。 

③１７２３～１７３７年まで鳩間与人勤務の毛裔氏４世鳩間与人安政（童名：

蒲戸、１６７１～１７３７年卒）が就いている。※『毛裔氏３世安維小宗』

家譜。 

        ④１７３８～１７５４年までの鳩間与人が不明。勤務不明の該当者に家譜から

梅公氏４世長濱仁也・鳩間与人孫盛（童名：祖良広、１７１０年生れ～不

詳）がいる。※『梅公氏３世孫長小宗』家譜。我那覇孫著『祖記並同系図

（梅公姓系図家譜）』（竹原家文書・自家作成／１８８１年）には梅公氏４

世鳩間与人孫盛は梅公氏３世慶田城筑久登之孫長（童名：石戸能、１６７９

～１７４６年卒）の４男と記載されている。 
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      ⑤１７５５～６８年まで鳩間与人勤務の伯言氏４世宮良仁也・石垣親雲上政治

（童名：嘉那、１７２３～７３年卒）が就いている。※『伯言姓大宗政通』

家譜。鳩間与人後に１７６９年野底与人任、1771年石垣頭に就いている。 

      ⑥１７６９～８４年まで勤務の鳩間与人者は不明。 

      ⑦１７８５～９３年まで勤務の山陽氏７世湧川仁也・黒島首里大屋子長常（童

名：真市、１７５０～９９年卒）がいる。※.『山陽氏６世長網小宗』家譜。

鳩間与人後に１７９４年黒島首里大屋子に就いている。ちなみに湧川仁也長

常が黒島首里大屋子勤務時代に「昔トゥバーラマ節」を作曲したと伝えられ

ている。  

      ⑧１７９４～１８０９年まで鳩間与人勤務は松茂氏７世与那国与人當善（童

名：樽、１７３８～１８１２年卒）である。※.『松茂氏７世當善小宗』家

譜。その後１８１０年与那国与人に任じられている。 

      ⑨１８１０～１８年まで鳩間与人勤務不明。しかし、家譜から該当者に梅公氏

５世鳩間与人孫廟（童名：真山戸、１７４９～１８１８年卒）がいる。※.

『梅公氏５世孫廟小宗』家譜。牧野孫宣『梅公姓系図家譜小宗―第三世孫格

系譜』（自費出版／１９８７年）を参照。屋号ベーカローヤーとは初代の鳩

間与人孫廟がいつも青鳩の色の着物を着ていたので青鳩の家（ベーカローヤ

ー）と呼ぶようになった。 

      ⑩１８１９年の鳩間与人勤務者が不明。 

⑪１８２０～３０年まで鳩間与人勤務の憲章氏９世亀川仁也・波照間首里大屋子

英匤（童名：思次良、１７７６～１８３９年卒）がいる。鳩間与人後に１８

３１年黒島首里大屋子任、１８３２年与那国首里大屋子に再任、１８３４年

波照間首里大屋子に就いている。※.『憲章氏７世英光小宗』家譜。 
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 ⑫１８３０～１８３４年までの４年間勤務長栄氏１３世鳩間与人真昌 

（童名那、１７８４～１８３４年卒）が鳩間与人に就いている。 

 ※『長栄氏１０世真邦小宗』家譜。 

⑬１８３５年鳩間与人勤務者は不明。１８３６～３９年まで鳩間与人勤務は梅公

氏７世大浜仁也・鳩間与人孫剛（童名：鶴兼、１８１４～３９年卒）である。

※.『梅公氏６世孫職小宗』家譜。 

⑭１８４０～５２年まで鳩間与人勤務者が不明。 

⑮１８５３～６８年まで勤務の梅公氏７世宮良仁也・鳩間与人孫昌（童名：鶴

兼、１８０４～６８年卒）が就いている。※.『梅公氏５世孫重小宗』家譜。 

⑯１８６９～７３年まで勤務は不明。家譜から該当者に任不明で梅公氏７世石垣

仁也・鳩間与人孫慎（童名：松金、１８１０～７３年卒）が鳩間与人に就いて

いる。※.『梅公氏４世孫本小宗』家譜。 

⑰１８７２～７３年まで勤務は家譜から該当者に錦芳氏１１世石垣仁也・石垣親

雲上用能（童名：松、１８４１～１９１６年卒）が鳩間与人に就いている。鳩

間与人後に１８７４年川平与人任、１８８２年与那国与人任、１８８３年真謝

与人任、１８８８年真謝首里大屋子任、１８９２年石垣頭に就いている。※.

『錦芳氏６世用正小宗』家譜。  

⑱１８７４～７９年まで鳩間与人勤務に松茂氏１０世大浜仁也・崎枝首里首里大

屋子當行（童名：保久利、１８３５～１９０９年卒）が就いている。１８８０

年川平与人任、１８８２年大川与人任、１８８７年与那国与人任、１８９０年

平得与人任、１８９５年埼枝首里大屋子に任じられている。※.『松茂氏８世當

剛小宗』家譜。 

⑲１８８０年任が不明であるが該当者に１８８３年鳩間与人勤務の山陽氏８世佐

久真仁也・鳩間与人長建（童名：鶴千代、１８１４～８６年卒）が就いている

※.『山陽氏７世長顯小宗』家譜。「岩村通俊沖縄関係史料の明治十六（１８８

３）年三月（略）鳩間与人佐久真長建（略）」が記載されている。 

⑳１８８７年ころ鳩間与人任不明であるが該当者に家譜から憲章氏１１世浦崎仁

也・鳩間与人英要（童名：保久利、１８３５～１９１１年卒）がいる。屋号が

ハートンヤーと呼ばれている。※.『憲章氏７世英任小宗』家譜に「１１世英盁

から英誠」と改名が記され、１８４７年カタカシラを結いに「糸数仁屋、謝花
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仁屋」と仁屋（也）名が記されてい

る。さらに浦崎仁也英要に改姓名し

て『憲章氏６世英董小宗』家へ嗣子

（養子）になっている。 

㉑１８９７年最後の鳩間与人が錦芳  

氏１３世亀川仁也を改姓して宮良用

賀（童名：樽金、１８４３年生れ

～）が就いている 

※.『錦芳氏１２世用議小宗』家譜。

１８７７年登野城目差任後に鳩間与

人に就いている。喜舎場永珣『新訂

増補 八重山歴史』（国書刊行会／

１９７５年）には（八）「一時給与

金調（一時恩給）明治３０（１８９

７）年勤令第５７号」に「勤務年数

は３４年２月・支給金額が５０３円

８１２厘・職名は与人・氏名が宮良

用賀」と記載されている。 

 

現存する家譜から琉球王国時代の西表島西部の鬚川村や鳩間島・鳩間村の統

治を推察した。１６０９年薩摩の琉球侵略まで西表島の西部一帯の琉球王国か

ら明国との進貢物産の調達係に命じられ、大らかな主従関係だったと思われ

る。 

１６１１年薩摩藩による検地・測量が行われ、それによって１６２９年石垣・

宮良・大浜の３間切に２５か村を分け、上納米粟などの取り立てが行われる。 
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西表島西部に鳩間村・西表村・慶田盛村が『八重山島年来記』に記載されてい

る。 

現存する家譜から錦芳氏６世

西表首里大屋子用材（童名：

真茂能、１５９５～１６５３

年卒）が１６２６年西表目

差、１６３０年初代の慶田城

与人に就いている。また、同

一世代の蔡林姓大宗成屋与人

全備（童名・生寿不明）が初

代の成屋与人に就いている。

与人職名前の鬚川村、慶田盛

村、成屋村からは生活用品の

中国製の貿易陶磁の褐釉陶器

（南蛮陶器＝スビガミ）、青

磁などが多数採集出土してい

る。 

スク時代後期１４世紀中葉

からかなりの人々が一帯に住

んでいたと思われる。１６２

０年以後、明宇底獅子嘉殿の

子孫たちの一人である５代の

公孫姓大宗常頼や大史氏３世

高起などが鬚川与人に就いて

統治している。 

 

西表島北海岸一帯が開墾され上納米、貢衣布（グイフ）などと物品税（ナー

チョラ＝海人草、イーシィ＝つのまた、イリク＝なまこ）の取り立てが行わ

れ、鬚川村の人々が鳩間島への頻繁な往来が行われた。しかし、過酷な２重３

重の税や感染性マラリヤが蔓延し鳩間島の鳩間村へ吸収され、恵倫姓大宗鬚川

与人稠廣の勤務１６５７～１７０２年頃までに廃村になっていたと思われる。 

西表島の北海岸では黒島、竹富島、小浜島などの農民が飛び地耕作を行って

いる。１７０３年飛び地耕作を行っていた黒島の保里村から寄百姓して地頭持

ちの鳩間与人を配置している。 

現存する家譜から琉球王国時代の西表島西部の鬚川村や鳩間島・鳩間村の統治

を推察した。１７７１年巨大な明和大津波により全人口（２８,９９２人）のう

ち９,３１３人（３２.１％）が死亡している。 
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またその後の感染性のマラリヤなどの蔓延により廃家や家系の断絶などがあ

る。あるいは家譜の紛失や戦前、戦後の他地区への移住により１８９７年八重

山蔵元廃庁までの鳩間与人の継承の完結はむつかしい。 

しかし、家譜での見落とし、新しい家譜の発見などにより完結に近づくこと

ができる。これからの鳩間与人・屋号マイハートンヤーについての共有の情報

の提供をお願いします。鳩間与人についての積極的な追加修正を歓迎します。   
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